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   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月12日(2020.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な有利状態制御手段と、
　前記有利状態とは異なる特殊状態に制御可能な特殊状態制御手段と、
　前記特殊状態により遊技価値が付与されやすい特別状態に制御可能な特別状態制御手段
と、
　前記有利状態に制御すると決定可能な決定手段と、
　前記決定手段の決定に対応して可変表示を実行可能な可変表示手段と、
　前記決定手段の決定前に、前記有利状態に制御されると判定可能な判定手段と、
　前記特別状態において、前記判定手段の判定結果にもとづいて、前記判定手段の対象の
可変表示の前に実行される可変表示の実行中に前記有利状態への制御を示唆する所定演出
を実行可能な所定演出実行手段と、
　前記特殊状態に制御されることに対応して特殊演出を実行可能な特殊演出実行手段と、
を備え、
　前記有利状態の制御に対応して前記特別状態の制御が終了し、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出の実行中に前記特殊演出が実行された場合に、
前記特殊演出後の可変表示において前記所定演出を実行するときと前記特殊演出後の可変
表示において前記所定演出を実行しないときとがあり、
　前記特殊状態制御手段は、複数種類の前記特殊状態に制御可能であり、
　前記特殊演出実行手段は、前記特殊状態の種類に対応して異なる演出態様により前記特
殊演出を実行可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（手段Ａ）本発明による遊技機は、可変表示を行うことが可能な遊技機であって、遊技者
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にとって有利な有利状態に制御可能な有利状態制御手段と、有利状態とは異なる特殊状態
に制御可能な特殊状態制御手段と、特殊状態により遊技価値が付与されやすい特別状態に
制御可能な特別状態制御手段と、有利状態に制御すると決定可能な決定手段と、決定手段
の決定に対応して可変表示を実行可能な可変表示手段と、決定手段の決定前に、有利状態
に制御されると判定可能な判定手段と、特別状態において、判定手段の判定結果にもとづ
いて、判定手段の対象の可変表示の前に実行される可変表示の実行中に有利状態への制御
を示唆する所定演出を実行可能な所定演出実行手段と、特殊状態に制御されることに対応
して特殊演出を実行可能な特殊演出実行手段と、を備え、有利状態の制御に対応して特別
状態の制御が終了し、所定演出実行手段は、所定演出の実行中に特殊演出が実行された場
合に、特殊演出後の可変表示において所定演出を実行するときと特殊演出後の可変表示に
おいて所定演出を実行しないときとがあり、特殊状態制御手段は、複数種類の特殊状態に
制御可能であり、特殊演出実行手段は、特殊状態の種類に対応して異なる演出態様により
特殊演出を実行可能であることを特徴とする。そのような構成によれば、所定演出により
特別状態の制御の終了が示唆されているときに、特殊演出が実行されて所定演出が継続し
て実行されるか否かに注目させることができ、特別状態に関して遊技に対する興趣を向上
させることができる。
（手段１）他の遊技機は、可変表示を行うことが可能な遊技機であって、遊技者にとって
有利な有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な有利状態制御手段（例えば、遊
技制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１２２～Ｓ１２５を実行する部
分）と、有利状態とは異なる特殊状態（例えば、小当り遊技状態）に制御可能な特殊状態
制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１２６～
Ｓ１２８を実行する部分）と、特殊状態により遊技価値が付与されやすい特別状態（例え
ば、高確率／低ベース状態（第２ＫＴ状態））に制御可能な特別状態制御手段（例えば、
遊技制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ０８２ＩＷＳ２２０４～Ｓ２２
０８を実行する部分）と、有利状態に制御するか否かを決定する決定手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ０８２ＩＷＳ５９Ａ，Ｓ５９Ｂを実
行する部分）と、決定手段の決定に対応して可変表示を実行可能な可変表示手段（例えば
、遊技制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ２５Ａ，Ｓ２５Ｂを実行す
る部分）と、決定手段の決定前に、有利状態に制御されるか否かを判定する判定手段（例
えば、遊技制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ０８２ＩＷＳ１２１５Ａ
，Ｓ１２１５Ｂを実行する部分）と、特別状態において、判定手段の判定結果にもとづい
て、判定手段の対象の可変表示の前に実行される可変表示の実行中に有利状態への制御を
示唆する所定演出（例えば、先読み予告演出）を実行可能な所定演出実行手段（例えば、
演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ０８２ＩＷＳ９２１，Ｓ９３０，Ｓ９３１，Ｓ
９３８で選択したプロセステーブルに従ってステップ０８２ＩＷＳ９４４，Ｓ８１０５を
実行する部分）と、特殊状態に制御されることに対応して特殊演出（例えば、図９－６３
（Ｄ）に示す小当り特殊図柄の表示）を実行可能な特殊演出実行手段（例えば、演出制御
用ＣＰＵ１２０におけるステップ０８２ＩＷＳ８１２７，Ｓ９７０３を実行する部分）と
を備え、有利状態の制御に対応して特別状態の制御が終了し（例えば、遊技制御用マイク
ロコンピュータ１００は、ステップ０８２ＩＷＳ２５０２を実行する）、所定演出実行手
段は、所定演出の実行中に特殊演出が実行された場合に、特殊演出後の可変表示において
所定演出を実行するときと特殊演出後の可変表示において所定演出を実行しないときとが
ある（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０は、ステップ０８２ＩＷＳ９２７～Ｓ９３８を実
行することによって、図９－６４（Ｅ）および図９－６５（Ｅ）’に示すように、小当り
特殊図柄の表示後に先読み予告演出を再開する場合と強制終了する場合とがある）ことを
特徴とする。そのような構成によれば、所定演出により特別状態の制御の終了が示唆され
ているときに、特殊演出が実行されて所定演出が継続して実行されるか否かに注目させる
ことができ、特別状態に関して遊技に対する興趣を向上させることができる。
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